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は じ め に 

 

令和２年７月豪雨により、犠牲になられた方々のご冥福をお祈り

するとともに、被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

 今回の豪雨は、人吉球磨地域に甚大な被害をもたらし、多くの尊

い命と財産を奪った未曾有の大災害となりました。本村においても、

万江川流域を中心に家屋や道路、河川、橋梁など、村内各所に多く

の被害をもたらしました。 

 こうした中、発災直後から、自衛隊、警察、消防を始め、国や県、県内外の自治体等の

関係機関、災害ボランティア、義援金など、多くの皆様から温かいご支援をいただいたこ

とに対し、山江村民を代表し深く感謝申し上げます。 

 発災から８ヶ月あまりが経過し、少しずつではありますが復旧は着実に進んでおります。

村では、被災された皆様が一日も早く安心して暮らせる日常を取り戻せるように、本年を

令和２年７月豪雨からの復興元年と位置づけ、復旧・復興に向けて全力を挙げて取り組ん

でいるところです。 

 本村の復旧・復興を迅速かつ確実に進めるべく、昨年 10 月に村民や関係機関等で構成

された山江村災害検証及び復興計画策定委員会を立ち上げ、球磨川の支流である山田川、

万江川の現場検証、地域懇談会や被災者等へのヒアリング調査を実施し、皆様からいただ

いた貴重なご意見を踏まえて検討を進め、委員会において審議を重ね、「山江村復興計画」

を策定しました。 

この計画に基づき、今後 10 年先の山江村の姿を見据えながら、住民の皆様と共に次世

代につなぐ、自然と共生し安心して暮らせる村づくりに取り組んでまいります。 

結びに、本計画の策定にあたり、多大なご尽力をいただきました山江村災害検証及び

復興計画策定委員会、国・県等の関係機関の皆様を始め、東京都立大学の山下祐介教授、

多くの皆様に心から感謝申し上げますとともに、今後とも本村の復興にご支援を賜りま

すようお願い申し上げます。 

 

令和３年３月 

山江村長 内山 慶治 
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※「熊本地方気象台 災害時気象資料」より抜粋及び一部加筆 

 

 

１．被災の状況 

（１）気象の概要 

令和２年７月 3 日から８日にかけて、停滞した梅雨前線の活動が活発となり、西日

本から東日本の広い範囲で大雨となりました。3 日夜には梅雨前線や低気圧に向かっ

て暖かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が不安定となり、4 日未明から朝にかけ

て、1 時間 30 ミリ以上の激しい雨や 50 ミリ以上の非常に激しい雨が降りました。 

球磨川流域では線状降水帯が長時間にわたり停滞し、多いところでは 48 時間の総

降水量が 500 ミリを超え、本村においても 7 月 3 日から 4 日までの 24 時間の総降水

量が 453 ミリ、48 時間の総降水量が 468.5 ミリの記録的な大雨となりました。  
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【図－1】7 月 3 日から 4 日におけるアメダス降水量時系列図（観測所：山江村大字万江屋形） 


